
｢局在解のmatching条件と固有値方程式｣

るo即ち､もしMll(N-1,-N/)･の絶対値の大きさが充分大きいとするとaN､

bNがaN′､ b-N/ に対しdecayLなければならないからであるご (boundary

条件を満たすことは不可能になるO)一敗に解がdecayするとき､その幅がⅠ/I.(E)

(L(E)は局在変 )によって表わされることはMinami′&Horiによって conjec-

ture されており､Matsuda-Ishiiにより示されているが､この方法論により明

らかにされる7)0 (7)と(8-の一致を示す叫こ使った性質はmatrxM のunimodula一

･rityCayley性及び "exponentialgrowth''である｡従って､こゝの結論は

一般の一次元系について主張出来ると思われる｡即ちMott& Twose の一次元系につ

いてのconjecture は成立すると思われる｡
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三 次 元 無秩 序 系 に於 け る局 在 度 Ⅰ

北 大 理 藤 田 武 彦

§1 序 論

前論文 1)では三次元An 占｡rs｡nmod,｡lに於いて局在変 L(E)をGr｡｡n関数の

非対角要素の比の対数 (アンサンブル )平均で定義した｡他方､Thouless2) 琴一次

元Andersonmodelに対して両端の振幅の積の幾何平均の対数で固有状態の fal1-
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offdistance を表現 した｡こ でゝは(1任意次元系に於いて固有エネルギーに対する

Green関数の非対角要素の比は対応する State ratioに一致することを示し(2)

Thoulelssのfal1-Offdistance ス(E) を高次元系に拡張し上述の局在度に

一致することを示す｡

§2 StateRatioとGreen関数の比の間の関係

一次元An dersonmodelでは.Green 関数の非対角要素の比Gij(E)/Gl+ij(E)

鯛 有エネルギーEpに対しては固有振幅の比 uf/uf.1で与えられ任意のエネルギーに
対しては片側で境界条件を満たす定差方程式ゐ特解の比u′i(E)/･u′i+1(E)で表わ~され

るoここではNo-Nd個のsiteから成るd次元Andersonmodelを考えβ番目の固

有状態は.sitelの回りに局在しているものと仮定する.

Green 関数は

Gjj′(E)･-Slj,j(E)/S(E)

=;o u? u?, (1)
a31 E-Ea

但し,S(E)､Sj′j(E)は各々固有行列式､ (j′j)要素の余因子行列式を表わす｡

poleE-Ep-のみを含む contburCβ上の積分を行なうと

嘉 ScSjj,(E,dE,'=ueu7,.J ∫.J

-sj′j(Ep)/a(空β) (Ep-Ea ,

が得られこれから固有エネルギーEp に対する State ratioの表現

u'･ぞ/uぞ′-sli(Ep)/Sli′(Ep)

- lGil(E)/Girl(E) ]E-Ep

を得る｡
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三次元無秩序系に於ける局在度 1
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Thoulessの一次元An dersonmodelや対する fa11-Offdistance の定

義を高次元系に拡張するために localized site ～を始点とするある一次元的方向に

着目する｡ fall-Offdistance の定義を

tim
NL沖〇
(N--→･-)

卜uhP,′ u官 [ - - 1p

で与える｡こゝでu孟′はsiteeから着 目する方 向 にN′歩離れたsite の固有振
幅を表わす｡

(3)を用いる.と

-日iml

NL,-

≡~< ln

古志′ ln

Gi′巨 E)/

〔G"'l(E)/GN,-ll(E)〕E=Eβ1ー

Gi,_ll(E,]E=EP P '4'

となる｡但し固有振幅は規格化されているものとし､

よ,i竺 Ni ln 刷 -O を用いたo< >は site l blら謝 状に

のびる着目する line 上の sample av.erageを表わす｡(3)によるとこ､で表われる

Green関数の ratio は S′ite Jに依存 しないから一般の siteN/に置き換えるこ

とができて

lp --<ln 圧 Gi'"I((E ' / Gi′_ 1N′(E) 〕 E-E P I, (5.･

が得 られるo fal卜 offdistance スp は局在度の定義に類似であるがこ､では平

均が着目する line上の sample averageである点が具る｡

高次元系の場合任意エネルギーEに対して(3)を満足す考量 tvi)を "quasi十amp-

1itude''と呼ぶことにする｡即ち､

V/vi, Gii''E'̂ .i,i,(E,
-F15-
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≡ C(i, i/) (6)

と定義する｡このとき初期条件 vN/- 1 に対するquasi-amplitudeの増大の

割合は

l≡⊥ lnfvil
N/

lnlC(i,N′)vN′I

- -< ln -GiN′(E)/ Gi_ 1Nノ(E)->
(7)

で与えられる｡量 }は系の端の site から出発して最大の振幅を与える site 迄の

line 上のquasi-amplitudeの増大の割合を与える｡エネルギーE 固有エネル

ギーEβに一致するときquasi-amplitude は固有振幅に一致 Llは対応する

Ifal卜 offdistance lpに等 しくなるoこ でゝさらに quasi-amplithdeの

state ratio Vi/vi+1に関して系は ergodicであると仮定するo即ち､ある

sampl､e の着目する line 上の Vi/vi+1 の分布は ensembleに渡っての

vi/v i+1の分布に等しいと仮定するoそのとき

i--1n
Gi"''E/ Gi_lN,(E,

(8)

が得られる｡但し は ensemble average を表わす｡従って(8)で与えられる

fall-Offdistanceは degree of localizationの定義に一致する.
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